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※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。
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2. 老朽化の状況

全体総括

  平成30年度は患者数の増加に伴い、平均在院日数は
維持したまま病床利用率が上昇した。また、職員の確
保、医療機器の計画的な更新等により医療の質の向上
を図ることで、患者1人1日当たりの収益も上昇し、医
業収益が伸びた結果、医業収支比率の改善も見られ
た。
　今後も引き続き平成29年度に策定した新公立病院改
革プランの目標を目指し、患者1人1日当たり収益の上
昇、病床利用率の上昇等に向けた取り組みを行うこと
で経営基盤のさらなる強化を図る。
  また、地域における当院の役割を果たすため、救急
患者の積極的な受け入れを行うとともに、さらなる平
均在院日数の短縮に努める。同時に、地域医療支援病
院として「顔の見える関係づくり」を継続して他医療
機関との連携を強化することにより、紹介率・逆紹介
率の上昇や患者数の増を目指す。
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Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　経常収支比率は過去5年間とも100％以上を維持している。また、
累積欠損金も発生しておらず、経常収益を計上できていることか
ら、健全かつ効率的な経営が行えていると言える。
　収益の面では、平成29年度と比較して新入院患者数、初診患者
数、病床利用率、入院患者および外来患者1人1日あたりの収益が増
加したことにより、医業収益が増加した。
　費用の面では、平成29年度と比較して職員給与費が増加したもの
の、それを上回る医業収益の伸びにより、職員給与費対医業収益比
率は減少した。なお、平成30年度は職員給与費に計上していた臨
時・非常勤職員の賃金をその他医業費用として計上したため48.6％
となっているが、従来と同様の計上の場合、52.5％となる。材料費
対医業収益比率は高額な診療材料および抗がん剤などの高額な薬品
の使用量増加により上昇したが、同時に患者1人1日当たりの収益も
増加している。

2. 老朽化の状況について

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H29 H30 　昭和58年の開院以来、増築工事や改修工事を繰り返
してきたが、施設の老朽化および狭隘化が進んでお
り、現在新病院への建替えに向けて取り組んでいる。
　機械備品減価償却率については平均を上回っている
が、新病院への移行を考慮しつつ、計画的に医療機器
備品の更新および購入を行っている。
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Ⅰ 地域において担っている役割
　地域医療支援病院として地域の医療機関等と密接に
連携し、協力しながら、救命救急センター並びに総合
診療機能を有する施設として、高度急性期医療を担っ
ている。
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公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）
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経営比較分析表（平成30年度決算）
千葉県船橋市　医療センター

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

70.0

72.0

74.0

76.0

78.0

80.0

82.0

84.0

86.0

88.0

④病床利用率(％)
【74.9】

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

③累積欠損金比率(％)
【64.1】

86.0

88.0

90.0

92.0

94.0

96.0

98.0

100.0

102.0

104.0

②医業収支比率(％)
【89.7】

94.0

96.0

98.0

100.0

102.0

104.0

106.0

①経常収支比率(％)
【98.8】

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

①有形固定資産減価償却率(％)
【52.5】

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

②器械備品減価償却率(％)
【68.8】

0

10,000,000

20,000,000

30,000,000

40,000,000

50,000,000

60,000,000

70,000,000

80,000,000

③１床当たり有形固定資産(円)
【47,139,449】

22.0

22.5

23.0

23.5

24.0

24.5

25.0

25.5

26.0

26.5

27.0

27.5

⑧材料費対医業収益比率(％)
【24.3】

45.0

46.0

47.0

48.0

49.0

50.0

51.0

52.0

53.0

54.0

55.0

⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【54.8】

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【14,708】

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【52,412】


